
令和3年度上半期分（※）事故報告について

※　令和3年4月1日から令和3年9月30日までの間に速報を受理した事故報告について集計を行ったものです

１　事故の種別
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R03年度上半期 1 126 1 3 3 0 1 135

R02下半期 1 107 0 7 2 4 2 123

R02上半期 2 78 0 4 2 0 0 86

R01下半期 3 103 0 9 0 0 2 117

R01上半期 2 95 7 3 0 0 5 112

令和3年度上半期の事故報告件数は、前期に比べ約１割件数が増加しましたが、事故報告に

対する事業所の意識の高まりと事務の適正化が進んだものであると考えられます。

また、令和3年度上半期の負傷事故（126件）の内訳は、

骨折が75件であり、全体の約6割でした。

負傷事故における骨折の割合は、減少傾向（H30上半期：8割→

R2下半期：5割強）だったものが今回少し増加しました。

負傷事故について、一層の注意を払うよう啓発を行っていきます。

死亡事故は食事中の誤嚥による窒息によるものでした。

これは、今期に限った傾向ではないため、サービス種別を問わず食事の提供時には

異変にすぐに対応できるよう、事業所に対し注意喚起を行っていきます。

0

20

40

60

80

100

120

140

死
亡
事
故

負
傷
事
故

自
然
災
害
、
火
災
、

交
通
事
故
等

利
用
者
の

行
方
不
明
事
故

職
員
の
不
祥
事

食
中
毒
及
び

感
染
症
等

そ
の
他

R03年度上半期 R02下半期 R02上半期 R01下半期 R01上半期

75

51

骨折 その他



２　要介護度別事故発生件数
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R03年度上半期 2 2 39 21 24 29 17 1 135

R02下半期 1 3 28 29 24 29 9 0 123

R02上半期 0 0 36 12 20 12 6 0 86

R01下半期 0 3 22 22 35 19 16 0 117

R01上半期 4 7 24 20 26 20 8 3 112

３　事故発生サービス種別と時間帯

サービス種別 件数

通所介護／通所リハビリテーション 17

短期入所生活介護／短期入所療養介護 8

特定施設入居者生活介護 3

介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム） 57

介護老人保健施設 11

認知症対応型共同生活介護 34

小規模多機能型居宅介護／看護小規模多機能型居宅介護 3

その他 2

（合計） ※サービスには予防も含む 135

宿泊系 訪問・通所系 合計

早朝　（6:00～8:00） 21 1 22

日中　（8:00～18:00） 44 17 61

夜間　（18:00～22:00） 16 0 16

深夜　（22:00～6:00） 28 4 32

不明 4 0 4

（合計） 113 22 135

令和3年度上半期では介護老人福祉施設での件数、また、宿泊系の

深夜・早朝時間帯の事故が増加しました。この時間帯は職員配置人数が

手薄になる時間帯のため、事故防止への取り組みの啓発を行っていきます。
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